
 2023年度 職員アンケート

職員向け 重心通所さくら
アンケート実施期間：2024/1/12～1/31

回収率：74％（46/62）
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≪業務改善について≫

≪適切な支援の提供について≫
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≪関係機関や地域との連携について≫
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≪ご家族との連携について≫
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≪非常時の対応について≫
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≪その他、備考・工夫している点などありましたらお知らせ下さい≫
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重心通所さくら（児童発達支援、放課後デイサービス、生活介護）

アンケート結果から　考察と改善の検討

環境や人員体制については、利用者の評価はおおむね高い傾向がみられます。ただし生活介護では否定的な回答が比
較的多めで、昨年度事故が多かったことに心配をされていることが伺えました。
ひやりはっと、事故の報告件数は昨年度と比較して大幅に減っており、（178件→92件）、昨年度末からの様々な対策の効
果が出ていると考えてよさそうです。

スペースや人員配置についての職員の評価は1/3に留まります。しかしいずれも通常の事業所とは比較にならないほど
恵まれているので、むしろ利用者の自立を促すための適切な人員配置を検討していきます。

事業内容については、コロナで実施できない地域との交流の項目を除いておおむね高い評価でした。

職員のアンケートでは業務改善について質問していますが、研修等は充実している一方、業務改善のためのPDCAなど
が不十分との割合が多い傾向でした。
現在、チーム体制に移行しチーム内での話合いを増やしています。今後も話し合う機会を設けて多くの職員が参加しなが
ら業務改善を図っていきます。

支援内容についてはおおむね高い評価でした。
その中で、保護者や利用者の不安や悩みに対する相談など面談の機会が少なく感じられていることが伺えます。コロナで
面談を抑制していたことも関連していますが、対面での面談を再開したところです。

職員の回答は、特に個別支援計画の扱いやチームで相談して活動を組み立てることについては厳しい評価でした。
個別支援計画が形骸化してしまっている傾向がありますので、チームでの検討を図るよう時間をとるようにしました。また
来年度はチームごとにサービス管理責任者（児童発達支援管理責任者）を配置する計画で、これまでより計画と活動展
開とが密接に関係することが期待できます。
また支援終了後などの振り返りの時間が計画通り行えていないことが反映される回答になっています。現実問題として送
迎が増えて振り返りができる職員が減っているためです。今後職員の勤務時間を検討していきます。

緊急時対応については、利用者、職員とも「分からない」「どちらとも言えない」の割合が高めでした。周知されていない状
況ということが分かります。
今後、安全計画の策定をするとともに、利用者向けにもお知らせをしていきます。

ご利用者の満足度はおおむね高い傾向でした。
職員の対応や言葉づかい、気遣いなどもおおむね高評価でしたが、一部気になる職員もいるようです。
言葉づかいについては掲示を使用して職員に自覚を促すなど、職場全体で取り組んでいます。

　　　2023年度　アンケート結果から（業務改善）
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